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一致を見ないが，本例は Paalman，Hunt等の記載 娠の可能性ありと考えられたものの中，検査し得た
した症状群と或る程度合致している。 乙ついて，生物学的精液検査'1才)31名(平均年令21
10)我が教室に於ける最近のスメアー及び組織検
査の成績について
戸沢 澄j佐藤東正
我々は最近 5 ヵ月間 (6 月 ~10 月〉に不正出血，
帯下，腰痛等を主訴として来院せる婦人 354名につ 
いて試験切除及びスメアー，テスドを行い次の結果 
を得た。即ち 354例中，陸部康欄56.7%，頚管ポリ 
-プ7.6%，異常上皮 11.6%，不穏上皮9.7%，異型
上皮 6.5%，表在癌 0.56%，侵入癌 7.6%であった。
同時に行ったスメアーテストに於いては，異常上
皮，不穏上皮，異型上皮と段階の進むに従って(土)
を示したもの 4.9%，18%，43%と増加した。表在 
癌の 2例は共l乙極わめて疑わしい(土)の結果を示し
?こ。併し何れも陽性のものはなかった。侵入癌では
27例中 25例迄が(土〉以上の結果を示していた。叉
所謂，癌化過程にあるところの，異常上皮，不穏上 
皮，異型上皮，表在癌99例の平均年令41.8才と，
を施行し，検査法を述べると共K，その中間報告を 
、
イ
戸
丁つに。 
2) 諸家によって妊苧男子の精子数に対して差異
があるが，米国不妊症研究会 (1951)，'Meaker 
(1934)の最低 4000 X 106/ccを採用し， 最低4000
X 106とした。
3) 4000 X'106/cc以上のもの 5名， 24%，4000 
X 106/cc以下のもの 16名， 76%，叉精子欠如症6
名， 29%を示した。上述の対象が問題であるし，叉
例数の少いことによる偶然の一致かも知れないが精
子数だけで論ずるならば 76%の高率に於て男性倒
原因が認められた。
4) 精液量，平均 3.23cc (Hotchkiss (不妊男子
群)200例 3.1cc，MacLeod 600例 3.59.cc]，精子欠
如症，平均 2.35cど'{慶応， 2.48 cc]，精子欠如症の 
量は比較的少いものの様である。
5) pHは平均7.8を示し， Moench (1933)の正
常 8.1~8.4 !'C比べれば，一応酸性に傾いている様で
組織学的並びに肉眼的に侵入癌と診断された 99例、ある。
の平均年令 51.4才との聞に約 10年の聞きがある ζ
とを認め，癌が出来上るまでにはそれ以前に 10年
前後の癌の潜伏期とも言うべき期聞が存在するので
はないかと想像した。 
11) 妊娠末期を中心とせる組織ホルモンの意義，
特にセロトニン代謝物を中心として
若月美博
陣痛発来，晩期妊娠中毒症に於ける組織ホJレモン 
の意義を，特にヒスタミン，アセチールコリンを中
心として説き，陣病発来には，乙の両ホJレモンが特
に重要であることを，今迄の実験を基として強調し
た口
更にセロトニンについては，その尿中代謝物であ
る， 5 Hydoxyindole酢酸を測定して，妊娠末期， 
分壊，晩期妊娠中毒症患者の尿を比較検討した結
果，陣痛発来，中毒症の原因としては，ヒスタミン
やアセチーノレコリン等の如くには，あまり関与して
いないと推定した。
12)精液検査法
高野昇 
1) 本年7月から 10月までの 4カ月聞に不妊を
主訴として，来院せる夫婦の中，妻側lζ少くとも妊
13)静脈麻酔剤“Eunal"の使用経験について
島田・勉，堀敬明
非パJレぜッレート系の Eugenal誘導体である静
脈麻酔剤“Eunal" (杏林製薬より提供)の使用経
験の結果を報告する。
(使用法) 凡そ 5mg/secの速さで就眠量の 2--
2.5倍量を使用し，総量は 500mg以下にと Yめた。
(麻酔症状並びに成績) 人工妊娠中絶 5例，試験
掻腿12例，外来診察2例，その他1例計 20例につ
いて，臨床実験を施行した。
その結果は，就眠量はラボナールの約半量にてす
み，平均使用量は 4--6mg/kgが最適であると云う
結果が出た。就眠時間は 5mg/secの速度にて 20--
50秒，覚醒は速く 3.2--14分，平均 6.4分であった。
その他，本剤の特色は，呼吸が注入後 hyperpnea
の状態になり，次いで bradypvnea又は Apnea K 
なる事，副作用として血管痛，興奮状ー態，悪心の例
をみる点である。結論として本剤は短時間麻酔とし 
ては覚醒早く，後l乙爽快感を有する点良いが未だ可
成り不安定な点を認めるので今一層の安定性が欲し
いと思う。
